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性の推移を検討した.1989,91,93,94年を調査年度と

した.黄色ブドウ球菌月平均検出数は59,平均検出率は

9.1%であった.ディスク法では 洞沢SA は91年に減少

しその後増加した.DMPPC高度耐性菌は入院株で45,3

から74.1%-外来株で1.0から24.4%へ増加した.ⅦC

では入院株で MRSA は91年に減少したが93年に増加

し 94年には50%で,外来株では経年約に増加した.CEZ

耐性菌は MRSA とは春雷同様の推移を示した.旭NO耐

性菌は,91年から20%以下に減少した,IPM 耐性菌は

入院株で91年に消条したが93年に丙増加し,93年からは

外来株にも出現し94年には30%と近年増加傾向にあった.

今後この集計を診療科,検体種,病棟,患者背景などで

分額し再検討する予定である.

3)オウム病が疑われた器質化肺炎の1例

蹄井 郁･松m L仁史
鈴木 康稔 ･関取 理 (水原郷病院内科)

63歳,男性.職業は養鶏業.イソコ,九官鳥も飼;臥

主訴は乾性咳軌 全身倦怠感.胸部レ線で両側に-部斑

状陰影を伴うスリガラス様陰影を認め,HRCTで抹消

に強い両側びまん性の肺野濃度上昇と小薬や心性陰影を

認めた. ミノサイクリソ200mg/日の内服で胸部陰影

は改善せず.C.psittaci抗体価は陰性で,末櫓血好酸

球増多を認めたため,BAL,TBLBを施行由BAL液

はリソバ球71%,マクロブァ-ジ16%,好中球10%,好

酸球1%で,OKT4/8比は0.17と低健を示した.TBLB

では急性間質性肺炎を伴う器質化肺炎との病理診断を得

た,プレドニゾロソで胸部陰影は消失した.病理所見,

臨床経過から過敏性肺臓炎,率でも鳥飼病が最も疑われ

環境誘発試験,沈降抗体法などの血清学的検査で診断を

確定する予定である,

4)高齢者における限感染症の検出薗

宮尾 益也 ･本山まり子
阿部 達也 書笹川 智幸 (新潟大学眼科)

大石 正美 (信楽園病院眼科)

【日的】近年,高齢者人口は増加 し,眼科領域におい

ても老人患者の急増を認める.今回,限感染患者の検出

蘭を年齢別に検討した.

E方法】1987年-1993年に当科で限感簸症患者より検

出された菌を対象とし,疾患別および年齢別をこ検出頻度

を検討した.

89

i,764株が検出され,グラム陽性球菌 (GPC)46.0%,

嫌気性菌21.1%,グラム陽性梓菌 (GPR)17.2%,グ

ラム陰性締蘭 (GNR)9.8%であった.GPC81ま株率,

UNS51).ョoo,S.肌lIでtlS21.100,ryづtrer)I(忙(･でCuSIT_5

%であった.GPR304株中40.i%が Corynebacterium

であった,GNR 172枚中非発酵菌55.8%,H.innuem -

zae19.2%であった.3)限歯炎,慢性涙襲免 角膜感

染症,術後感染は高齢者に多く認めた.射 S.pmeumoniae,

Haemophiiusは10才以下に多く,CNS,S.aureus非

発酵菌は各世代で検出された.5)50歳以上ではS.aureus

の43.1%'が MRSA であった.

一 般 演 題 n

5)Sparfloxacinの肺抗酸菌症治療-の応用
の可能性

吉川 博子 ･青木 信樹
薄田 芳丸 く倍楽園病院内科)

E目的】Sparnoxacin(SPFX)は抗酸菌に対して強力

な抗菌活性を有している.抗酸菌症治療への応用の可能

性を検討した.

E方法】酌 肺結核及び肺非定型抗酸菌症の症例にSPFX

を処方した.紹 SPFX の曝病中濃度のピ-ク値を抗酸

菌に対する MIC80で割った値について検討した.車3抗

酸菌症の患者に SPFX200mgを隔日投与し,本剤の

血中濃度を経時的に測定した.

監結果3酌 炎症反応は改善し 菌は陰性化した.紹SPFX

の略壌中濃度し')ビ1-I/値は h･:7.;-11･iumL10mPIpx.九1.TuLp-

rucu王osisの M王C80に対 して,それぞれ5凍 168と

良好な値を示した.椙 腎機能正常者で SPFX隔日投

与にて,十分な血中漉魔を示し,かつ番横も認められな

か一一.､た.

E考察】SPFX は肺抗酸菌症の治療に石屑であると思

われたが,比較的高齢者に多い疾患であり,より安全に

長期間使用するためには低用量での使用が検討されるべ

きであると思われた.

釦 急性虫垂炎症例に対する化学療法の検討

]欄 英弘 ･石川 裕之 (詑 欝露健康牌 )

過去約7年間に当村で経験した急性虫垂炎症例190例

を対象をこ,授与された抗生物質の有効性をÅ院期間,A
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院費ならびに創感染合併率の面から検討 した結果つぎの

結論を得た.1)手術例においては,セフェム弟1割を

授与した群に比し,ホスホマイソを授与した群では盈症

例が多いにも拘らず,入院期間,入院費なちびをこ創感染

合併率に差を認めなかった.2)保存的治療例では,也

プェム系 1割を投与した群に比しホスホマイシソ (±ミ

ノサイタリン)を授与した群では,入院期間なちびをこÅ

院費に明かな差を認めなか一)た.1上l二よE)､ホ-くホてイ

シソはセフェム系抗生物質と同等もしくはそれ以上の有

用性が期待できると考えi.)かる.

7う -̂テr]イド･JミJL-,く療法∠12例における重症

感染症の検討

石塚 修 ･塚田 弘樹
漸賀 弘行･近 幸吉
五十嵐謙 ･･和Ef-1 光一

【[ヨ的】 ステロ1'卜･バ′して療法 (以下べ′L/ス療法)

は,勝原病,腎疾患.血液疾患,呼吸器疾患Eこおし､て,

その治療の有効性が認められている.しかし,その免疫

抑制作用のため多彩な感染症を望することが知られてい

る.私達は,当科で行ったパルス療法後をこ於汐る感染症

の詳細について検討した.

【方法】対象は.1986年より6年間に.当村において

メ+!LブLドニ､/I-lン 10OOmgx3日間.5O()mgx3

日間のパルス療法を行った42症例である,疾患の内訳は,

厚同病21名 (SLE17名.九･･rRA 2名,PN l乳 M(Trr)

1名),腎疾患5名 (ネフ田-ゼ症腕群4名,腎移植後

1名),血液陸壕疾患4名,呼吸器疾患11名 (特発性間

質性肺炎急性増悪6名,パラコー ト肺液炎2名,薬剤性

肺臓炎2名),皮膚疾患 1名であった.パルス療法後1

れ仁丹1円に生しLた.呼吸器.尿路.攻膚,全身感染症に

ついて調査した.

【結果】呼吸器感染症13名 し細菌性肺炎8名,カりこ

肺炎3名,サイトメガロウイルス肺炎3名),尿路感染

症5名 (腎孟腎炎l名.蹄耽炎4名).夜膚感染症3名

(HerpeszosterIlS,Herpessimplex2名).敗血症

4名を認めた.特をこ,緑膿菌敗血症の経過は急激であっ

た.また.小)-二,サイトメガロ等の compr()misedh(芯t

をこみられる感染症も高頻度にみられ その予後も不良で

あった.

K考察】パルス療法を行う際,通常の感染症対策を行っ

た上で,緑膿菌-の早い対応,カ リニ肺炎に対 して

pentam idineあるいは ST 合剤による即用 :-の確立が

必要なことが示l変された.

81GBS (B群溶連菌)が関与したと思われ

る後期流産に対する抗菌療法

有波 良成 ･間接 蔽人

言 ∵ ` ニ′ ∫ ∴ 一 一;,

後期流産の原田としては頚管無力症がよく知られてい

るが.-.-1･方最近謄 ･頚管かi､.)C')上行性子宮内感染が後期

流産 書軍産の発生に重要な役割を果たしていることがわ

かってきた.感染を原因とする流早産は散発的をこみられ

るのが一般的だが,我々は共通する臨床的特散 乱 陣

痛発行の反復性後期流産,2.予防的頚管縫綿鮪や予嘗

収縮抑制剤が無効,3.頚管内に GBSが持続的に陽性

を示し,流産時 CRPが高値を示 した)を持つ嶺症例

を経験 L.頚管内に持続的に存在 していた GBSが妊

娠中期に上行性子宮内感染を起こし流産を反復したもの

と推察された.これらをこ対 して GBSをタ-ゲットと

投与 ･イソジン謄洗を追加)m ん.妊娠した3症例の

うち2症例に妊娠継続期間の延長を認め,生児を得た.

口 . 特 別 講 演

産 婦 人 科 節 域 に おける感染症の最近の話題

山 形 大 学 医学部産科婦人科学教室助教授

千 村 哲 朗 先生


